
No.２６０６
富 士 山 を 望 む 山
百 蔵 山
実施日 ２０１３年２月２日（土）
天 候 晴れ
リーダー 中村 友子
参加者 中村友子、佐藤金治、一柳昭、

福島政幸、涌井良明、島本陳
重、山崎富美恵、鈴木恵美子、
石附智江、渋谷賢寿、渋谷京
子、伊藤久雄、古川美恵子、
長濱隆行、長濱あゆみ、徳山
敬子、小名秀鋭、佐藤政司、
林みつ江 計19名

費 用 1,140円（高尾駅起算）
∼タイム JR猿 橋 駅 ( 8 : 5 0 9 : 3 0 )福 泉

∼寺 (9 : 3 5 1 0 : 5 0 )金 比 羅 宮 (1
∼ ∼0 : 5 0 1 1 : 4 0 )大 間 山 (1 1 : 4 5

∼12 : 1 0 )百 蔵 山 山頂 (13 : 0 0 1
4 : 1 5 )百 蔵 山 登 山 口 BS ( 1 4 :
∼ ∼1 5 1 4 : 5 0 )猿 橋 (1 5 : 0 5 1 5 : 2

4 ) JR猿 橋駅
会報での集合時間を7時10分から7時45

分に変更しタクシー使用としたが、19名
の参加があり当日急遽猿橋駅から福泉寺
まで徒歩に変更した。
前日の天気の心配

もなくこの時期には
珍しく3月下旬から4
月上旬の気温（後報
では20°超）になり
贅沢にも暑い位だった。
猿橋駅から岩殿山の北側方面に車道を

40分歩き福泉寺の先を右手に折れ民家の
間を通り抜けて
登山道に入る。
日陰にはまだ雪
が残り、溶けか
かってる箇所も
あったが、アイ

ゼンは使用しないで済んだ。倒木をまた
いだりくぐった
りし、そして徐
々 に 急 坂 と な
り、金比羅宮か
らは更に急勾配
となった。
尾根に出るとしばらくは緩やかになる

も、もう一息登ることになる。木々の間
からの富士山は残念なことに裾野のみ。
ここ西側斜面が雪解けで少し凍っていて
本日一番注意が必要な個所であった。表

登山道分岐から15
分で百蔵山山頂に
到着。50分の昼食
タイムの間に素晴
らしい雪をかぶっ

た富士山を望
む事が出来、
皆で歓喜をあ
げた。
復路は表登
山道分岐まで
戻り、登山口バス停を目指した。
希望者がいたため猿橋見学に足を延
ばした。初めて見る人も複数回の人も
楽しみは充分。

その後20分歩き
猿橋駅到着、本
日行程無事終了
となる。返す返
すも天気に感謝

の1日であった。
（記・中村 友子）

（写真提供・涌井良明／伊藤久雄）


